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	行 事 名
	甲山森林公園・研修会

	実施日時
	平成２９年７月１３日（木曜日）１０時～１４：３０　　　天候：曇りのち晴れ

	場　所
	甲山森林公園の林縁を観察　正門周り～車道両側～西門付近～シンボルゾーン～北門付近（昼食）～展望台往復～みくるま池～事務所棟前

	テーマ
	甲山森林公園のツル植物

	講師
	児玉　勝久　講師

	参加者数
	３１名

	内容
（項目と概要）
	学習資料「ツル植物」の概要は下記の通り。
1.起源（木と草に続く第3の植物としての「つる性植物」）
2.幹の構造（フジやクズの導管の凄さを知った。）
3.よじ登りの５つの戦略

1 寄りかかり型（ヒヨドリジョウゴ、ツルウメモドキ、ツルグミ）
2 巻きつき型（多くの種。右手親指型・左手親指型・両方向型）
3 鉤かけ型（枝由来の鉤・枝由来の刺・刺）
4 巻きひげ型（枝由来・葉由来・小葉由来・托葉由来・葉柄）
5 付着型（付着根（気根）・吸盤型）
4.樹冠で花を咲かすタイプ（テイカカズラ・イワガラミ・ツルマサキ）
5.ギャップを埋める（成長が早いから）、マトン群落（森林外縁を覆う）
6.人の利用（ブドウ棚・壁面緑化（ツタ・キヅタ）・紐・籠・蔓橋）
主たる観察植物
ノウゼンカズラ（付着根）、カギカズラ（鉤かけ）、ヤブマメ（巻きつき）、ツタ（吸盤のちに付着根）、サイカチの実、ヘクソカズラ（巻きつき）、ヤブガラシ（巻きひげ）、ツルニチニチソウ（ほふく型＝よじ登らないのでツル植物とは言えない）、ツリガネカズラ（巻きひげ）、へデラ、キヅタ（付着根）、ヤマノイモ（巻きつき）、ノブドウ（巻きひげ）、アオツヅラフジ（巻きつき）、カエデドコロ（巻きつき）、センニンソウ（葉柄）、アマヅル（巻きひげ）、ノダフジ（巻きつき）、テイカカズラ（巻きつき）、フユイチゴ（ほふく型）、ニガカシユウ（巻きつき）、ノイバラ（棘）、クズ（巻きつき）、ボタンヅル（葉柄）、ナツフジ（巻きつき）、ツルグミ（寄りかかり）、サルトリイバラ（巻きひげ・托葉の変化）、オオツルウメモドキ（寄りかかり）、ツルウメモドキ（寄りかかり）
ミニ研修、藤原泰子さんによる「ネイチャークイズ」１２問３拓様式、みなさんには難問のようで全問正解者ななかった模様（場所は昼食場所の北門付近にて）


	＜資料＞
	「つる植物」（児玉）。参考資料：「甲山森林公園のガイド指針（夏編）

	まとめ・感想
	植物園への道中は雨の心配をしたが日中は暑くなり熱中症の心配もした。
つる植物は難しくなかなかマスターできない。クズの繁茂はすごいものある。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
